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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
重量％表示で、Ｂ２Ｏ３を２～２４％、ＳｉＯ２を０～３０％（ただし、Ｂ２Ｏ３含有量
＞ＳｉＯ２含有量）、Ｌａ２Ｏ３を１０～５０％、ＴｉＯ２を３．９４～３０％、ＺｎＯ
を０～１５％、ＺｒＯ２を０～１５％、Ｎｂ２Ｏ５を１～３５％、ＢａＯを１～３５％、
ＳｒＯを０～５％、ＣａＯを０％以上８％未満、ＭｇＯを０％以上１３％未満（ただし、
ＢａＯ、ＳｒＯ、ＣａＯおよびＭｇＯの合計含有量０～４０％）、Ｇｄ２Ｏ３を０～２０
％、Ｙ２Ｏ３を０～１５％、Ｔａ２Ｏ５を０～１８％、ＷＯ３を０％以上０．５％未満、
Ｎａ２ＯとＫ２ＯとＬｉ２Ｏを合計で０％以上１．５％未満、Ｂｉ２Ｏ３を０～２０％、
Ｙｂ２Ｏ３を０～１０％、Ａｌ２Ｏ３を０～１０％、Ｓｂ２Ｏ３を０％以上２％未満およ
びＳｎＯ２を０～１％含み、ＧｅＯ２、Ａｓ２Ｏ３およびＴｅを含まず、屈折率（ｎｄ）
が１．８７４１～２．１で、アッベ数（νｄ）が２０～４０、λ７０が４６０ｎｍ以下で
ある透過率特性を備えることを特徴とする光学ガラス。
【請求項２】
ＴｉＯ２の含有量が１３．４％以下である請求項１に記載の光学ガラス。
【請求項３】
ＺｒＯ２の含有量が１～１５％である請求項１または２に記載の光学ガラス。
【請求項４】
ＷＯ３の含有量が０～０．４％である請求項１～３のいずれか１項に記載の光学ガラス。
【請求項５】
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Ｙ２Ｏ３を含まない請求項１～４のいずれか１項に記載の光学ガラス。
【請求項６】
ＴｉＯ２の含有量が１３．４％以下、ＺｒＯ２の含有量が１～１５％、ＷＯ３の含有量が
０～０．４％であり、Ｙ２Ｏ３を含まない請求項１に記載の光学ガラス。
【請求項７】
液相温度が１２５０℃以下である請求項１～６のいずれか１項に記載の光学ガラス。
【請求項８】
λ５が４００ｎｍ以下である請求項１～７のいずれか１項に記載の光学ガラス。
【請求項９】
請求項１～８のいずれか１項に記載の光学ガラスからなり、かつ加熱、軟化してプレス成
形に供することを特徴とするプレス成形用ガラスゴブ。
【請求項１０】
請求項９に記載のプレス成形用ガラスゴブを加熱、軟化してプレス成形するプレス成形品
の製造方法。
【請求項１１】
請求項１０に記載の方法でプレス成形品を作製し、前記プレス成形品を機械加工する光学
素子の製造方法。
【請求項１２】
請求項１～８のいずれか１項に記載の光学ガラスからなることを特徴とする光学素子。
【請求項１３】
レンズ、プリズム、回折格子のいずれかである請求項１２に記載の光学素子。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光学ガラス、プレス成形用ガラスゴブおよび光学素子に関する。さらに詳し
くは、本発明は、屈折率が高く、かつ着色が低減された光学ガラス、およびこの光学ガラ
スからなるプレス成形用ガラスゴブと光学素子に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルカメラの普及に伴い、小型レンズの需要はますます高まってきている。
このような小型レンズを作製するための光学ガラス材料として、高屈折率ガラスは好適で
ある。しかしながら、従来のガラスにおいては、屈折率が高くなると共に、着色する傾向
が強くなるという不都合があった。特に、デジタルカメラの場合、撮像素子にＣＣＤを用
いるので、撮像装置全体として見た場合、三原色のうち、短波長側にある青色の感度が減
衰するという問題があった。また、この種の用途に使用される高屈折率低分散光学ガラス
として特許文献１に記載されたガラスがあるが、このガラスは、高価なＨｆＯ２を使用し
なければならないという問題があった。
【０００３】
【特許文献１】特開昭５３－４０２３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、このような事情のもとで、屈折率が高く、着色が低減された光学ガラス、お
よび該光学ガラスからなるプレス成形用ガラスゴブと光学素子を提供することを目的とす
るものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者は、前記目的を達成するために鋭意研究を重ねた結果、特定の組成を有する光
学ガラスにより、その目的を達成し得ることを見出し、この知見に基づいて本発明を完成
するに至った。
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【０００６】
　すなわち、本発明は、
（１）重量％表示で、Ｂ２Ｏ３を２～４５％、ＳｉＯ２を０～３０％（ただし、Ｂ２Ｏ３

の含有量＞ＳｉＯ２含有量）、Ｌａ２Ｏ３を１０～５０％、ＴｉＯ２を０～３０％、Ｚｎ
Ｏを０～１５％、ＺｒＯ２を０～１５％、Ｎｂ２Ｏ５を０～３５％、ＢａＯを０～３５％
、ＳｒＯを０～５％、ＣａＯを０％以上８％未満、ＭｇＯを０％以上１３％未満（ただし
、ＢａＯ、ＳｒＯ、ＣａＯおよびＭｇＯの合計含有量０～４０％）、Ｇｄ２Ｏ３を０～
２０％、Ｙ２Ｏ３を０～１５％、Ｔａ２Ｏ５を０～１８％、ＷＯ３を０％以上０．５％未
満、Ｎａ２ＯとＫ２ＯとＬｉ２Ｏを合計で０％以上１．５％未満、ＧｅＯ２を０～１０％
、Ｂｉ２Ｏ３を０～２０％、Ｙｂ２Ｏ３を０～１０％、Ａｌ２Ｏ３を０～１０％、Ｓｂ２

Ｏ３を０％以上２％未満およびＳｎＯ２を０～１％含むことを特徴とする光学ガラス、
（２）屈折率（ｎｄ）が１．８～２．１で、アッベ数（νｄ）が２０～４０である上記（
１）項に記載の光学ガラス、
（３）上記（１）または（２）項に記載の光学ガラスからなり、かつ加熱、軟化してプレ
ス成形に供することを特徴とするプレス成形用ガラスゴブ、および
（４）上記（１）または（２）項に記載の光学ガラスからなることを特徴とする光学素子
、
を提供するものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、屈折率が高く、着色が低減された光学ガラスを提供することができる
。
　また、本発明によれば、屈折率が高く、着色が低減された光学ガラスからなる光学素子
をプレス成形によって作製するためのプレス成形用ガラスゴブを提供することができる。
　さらに、本発明によれば、屈折率が高く、着色が低減された光学ガラスからなる光学素
子を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明の光学ガラスは、重量％表示で、Ｂ２Ｏ３を２～４５％、ＳｉＯ２を０～３０％
（ただし、Ｂ２Ｏ３の含有量＞ＳｉＯ２含有量）、Ｌａ２Ｏ３を１０～５０％、ＴｉＯ２

を０～３０％、ＺｎＯを０～１５％、ＺｒＯ２を０～１５％、Ｎｂ２Ｏ５を０～３５％、
ＢａＯを０～３５％、ＳｒＯを０～５％、ＣａＯを０％以上８％未満、ＭｇＯを０％以上
１３％未満（ただし、ＢａＯ、ＳｒＯ、ＣａＯおよびＭｇＯの合計含有量０～４０％）、
Ｇｄ２Ｏ３を０～２０％、Ｙ２Ｏ３を０～１５％、Ｔａ２Ｏ５を０～１８％、ＷＯ３を０
％以上０．５％未満、Ｎａ２ＯとＫ２ＯとＬｉ２Ｏを合計で０％以上１．５％未満、Ｇｅ
Ｏ２を０～１０％、Ｂｉ２Ｏ３を０～２０％、Ｙｂ２Ｏ３を０～１０％、Ａｌ２Ｏ３を０
～１０％、Ｓｂ２Ｏ３を０％以上２％未満およびＳｎＯ２を０～１％含むものである。
【０００９】
　上記光学ガラスによれば、可視光領域において高い透過率を得ることができ、特に、可
視域の短波長領域において、高い透過率を得ることができる。
　また、屈折率（ｎｄ）が１．８～２．１、アッベ数（νｄ）が２０～４０の範囲でより
安定したガラスを得ることができる。
【００１０】
　次に上記組成範囲について詳細に説明する。以下、各成分の含有量は重量％表示とする
。
　Ｂ２Ｏ３は、上記ガラスにおいて網目形成酸化物として、またガラスの溶融性、流動粘
性の温度低下に効果的な成分であり、２％以上を必要とする。しかし、４５％を上回ると
屈折率が低下するので、Ｂ２Ｏ３を２～４５％とする。好ましくは３～２４％であり、よ
り好ましくは５～１８％である。
【００１１】
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　ＳｉＯ２は、上記ガラスにおいて耐失透性を維持する機能を果たす。ＳｉＯ２を導入し
た場合、ガラス網目形成成分として機能する。しかし、３０％を上回ると溶解性が悪化し
、安定に製造することが難しくなるため、ＳｉＯ２の量を０～３０％とする。好ましい量
は０～１８％であり、さらに好ましい量は１～１８％である。
　また、Ｂ２Ｏ３の含有量がＳｉＯ２の含有量以下になると、ガラスに着色が生じやすく
なるとともに、溶解性・耐失透性が悪化してしまうため、Ｂ２Ｏ３の量をＳｉＯ２の量よ
りも多くする。
【００１２】
　Ｌａ２Ｏ３は高屈折率、低分散ガラスを得るために必須の成分であり、１０％より少な
いと、屈折率が低下し、５０％より多いと耐失透性が低下するため、安定生産可能なガラ
スが得られにくくなる。したがって、Ｌａ２Ｏ３の導入量は１０～５０％とする。好まし
くは、１８～４７％であり、より好ましくは２５～４７％である。
【００１３】
　ＴｉＯ２は、屈折率やアッベ数などの光学的特性を調整しつつ、化学的耐久性、耐失透
性を向上させるための成分であり、ガラスに上記性質を付与する上から、その導入量は０
～３０％が必要であり、０～２６％が好ましく、１～２６％がより好ましく、８～２６％
がさらに好ましい。
【００１４】
　ＺｎＯは、ガラスに高屈折率と低分散性（屈折率の波長依存性が小さい）を付与すると
ともに、耐失透性の良化、粘性流動の温度を低下させる効果を有する成分である。しかし
、導入量が１５％を上回ると失透性が強くなり、安定製造可能なガラスが得られにくくな
る。したがって、ＺｎＯを０～１５％とする。好ましくは０～１２％である。ＺｎＯは適
量の添加で分光透過率の短波長端の立上りが急峻になるので、０％超かつ５％以下添加す
るのがより好ましく、０．５～５％添加するのがさらに好ましく、１～５％添加するのが
より一層好ましい。
【００１５】
　ＺｒＯ２は、高屈折率をもたらす成分であり、少量の添加で耐失透性を改善する効果を
有する。しかし、１５％を上回ると逆に耐失透性が低下し、溶解性も悪化する。したがっ
てＺｒＯ２を０～１５％とする。好ましくは０～１０％であり、より好ましくは１～１０
％である。
【００１６】
　Ｎｂ２Ｏ５は、高屈折率を付与するための成分であり、耐失透性を改善する効果も有す
る。その導入量は、０～３５％とすることが適当である。３５％を超えると短波長域での
吸収が強まり、着色を生じる傾向が強い。好ましくは０～３０％であり、より好ましくは
１～３０％であり、さらに好ましくは１～２０％であり、より一層好ましくは１～１５％
である。
【００１７】
　ＢａＯ、ＳｒＯ、ＣａＯ、ＭｇＯはガラス原料として炭酸塩、硝酸塩を用いることによ
り脱泡を促進する効果が有る。
　ＢａＯは、０～３５％の添加で着色を改善する効果がある。しかし、３５％を上回ると
耐失透性が悪化する。好ましくは０～３２％であり、より好ましくは１～３２％、さらに
好ましくは１～２５％である。
【００１８】
　ＳｒＯは、ＢａＯとの置換により０～５％添加が可能である。同様にＣａＯを０％以上
８％未満、ＭｇＯを０％以上１３％未満添加することが可能である。ＳｒＯはガラスを再
加熱して成形する場合の耐失透性を向上させる上から、０％以上１％未満とすることが好
ましい。特に屈折率（ｎｄ）が１．８～１．８６の場合、上記耐失透性の低下に留意した
ほうがよく、屈折率（ｎｄ）が１．８～１．８６の場合、ＳｒＯを０％以上１％未満、屈
折率（ｎｄ）が１．８６超～２．１の場合、ＳｒＯを０～５％とするのがよい。また、屈
折率（ｎｄ）が１．８～２．１の場合、ＳｒＯを０～０．８％とするのがより好ましい。
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【００１９】
　また、ＢａＯ、ＳｒＯ、ＣａＯ、ＭｇＯの合計含有量が４０％を上回ると耐失透性が低
下し、安定生産可能なガラスが得られにくくなるため、ＢａＯ、ＳｒＯ、ＣａＯ、ＭｇＯ
の合計含有量を０～４０％とする。
【００２０】
　Ｇｄ２Ｏ３は、Ｌａ２Ｏ３との置換により２０％まで添加することが可能であるが、２
０％を超えると耐失透性が悪化し、安定生産可能なガラスが得られにくくなる。したがっ
て、Ｇｄ２Ｏ３の含有量を０～２０％とする。好ましくは、０～１０％である。
【００２１】
　Ｙ２Ｏ３、Ｙｂ２Ｏ３もまた、Ｌａ２Ｏ３との置換によりそれぞれ０～１５％、０～１
０％の添加が可能である。しかし、これらの量を上回ると耐失透性が悪化し、安定生産可
能なガラスが得られにくくなる。好ましい範囲はＹ２Ｏ３が０％以上２％未満、Ｙｂ２Ｏ

３が０～４％である。より好ましいＹ２Ｏ３の範囲は０～１．５％である。
【００２２】
　Ｔａ２Ｏ５は、高屈折率、低分散特性を付与するための成分であり、ガラスを低分散に
させる場合には有用であるが、１８％を超えると溶解性が悪化する。したがってＴａ２Ｏ

５の含有量は０～１８％が適当である。
【００２３】
　ＷＯ３は少量の添加によって 耐失透性を良化させる成分であるが、０．５％以上にな
るとガラスの短波長域の吸収が強まり着色を生じる傾向が強い。したがってＷＯ３の量を
０％以上０．５％未満とする。０～０．４％が好ましい。
【００２４】
　Ｎａ２Ｏ、Ｋ２Ｏ、Ｌｉ２Ｏは、ガラス転移温度（Ｔｇ）の低下に効果的な成分である
。特にＬｉ２Ｏは極めて効果が高い。しかし、耐失透性の低下および屈折率の低下が大き
いため、Ｎａ２Ｏ、Ｋ２Ｏ、Ｌｉ２Ｏの合計含有量を０％以上１．５％未満とする。
【００２５】
  ＧｅＯ２は、ＳｉＯ２と同様の効果を有し、１０％まで添加することができる。しかし
、１０％を上回ると耐失透性が低下する。したがってＧｅＯ２の量は０～１０％が適当で
ある。しかし、上記ガラスでは、ＧｅＯ２を添加しなくても所望の特性、性質を得ること
ができるので、高価なＧｅＯ２を導入しないことが好ましい。
【００２６】
　Ｂｉ２Ｏ３は、少量の添加でガラス転移温度（Ｔｇ）を低下させる効果を有するが、２
０％を超えると耐失透性が低下し、また着色を生じる。したがってＢｉ２Ｏ３の量は０～
２０％が適当である。
【００２７】
　Ａｌ２Ｏ３は、少量の添加で耐失透性を改善する作用を有する場合があるが、同時に屈
折率が低下するため、その添加量は０～１０％とする。
　なお、Ｇａ２Ｏ３、Ｉｎ２Ｏ３も１０％程度まで添加することはできるが、添加によっ
て耐失透性が悪化するおそれがあること、高価な原料であることからＧａ２Ｏ３、Ｉｎ２

Ｏ３を導入しないことが望ましい。
【００２８】
　上記成分以外に一般的に清澄剤として用いられているＳｂ２Ｏ３、ＳｎＯ２の添加が可
能である。Ｓｂ２Ｏ３の添加量は０％以上２％未満、ＳｎＯの添加量は０～１％である。
　ただし、清澄剤として強力な作用を有するＡｓ２Ｏ３は毒性があるため、添加しないこ
とが望ましい。
【００２９】
　その他、導入しないことが望ましいものとしては、鉛及びその化合物、ＵやＴｈなどの
放射性物質などである。また、ガラスの着色を低減するという観点から、Ｃｕ、Ｃｒ、Ｖ
、Ｆｅ、Ｎｉ、Ｃｏなどの着色原因となる物質の導入も避けるべきである。また、Ｔｅ、
Ｓｅ、Ｃｄの添加も避けるべきである。
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　なお上述の特許文献１に記載された光学ガラスは、高価なＨｆＯ２を必須成分としてい
るが、本発明においてはＨｆＯ２を用いなくても所望の光学ガラスを得ることができる。
　上記説明において、各成分の好ましい含有量として示した範囲を任意に組合せた組成範
囲は、所要のガラスを得る上から好ましいものである。
【００３０】
　本発明の光学ガラスにおいて、好ましい屈折率（ｎｄ）及びアッベ数（νｄ）の範囲は
、屈折率（ｎｄ）が１．８～２．１、アッベ数（νｄ）が２０～４０である。より好まし
いアッベ数（νｄ）は２０～３９の範囲である。また、より好ましい屈折率（ｎｄ）は１
．８１～２．１、さらに好ましくは１．８５～２．１である。
【００３１】
　本発明の光学ガラスの透過率特性について説明する。透過率は、次のようにして定量的
に評価する。まず、上記光学ガラスよりなる両面が互いに平行に研磨された厚さ１０ｍｍ
±０．１ｍｍの板状ガラスを準備する。この板状ガラスの研磨面に垂直方向から光を入射
して、波長２８０ｎｍ～７００ｎｍの範囲で表面反射損失を含む分光透過率を測定する。
分光透過率が７０％になる波長をλ７０、分光透過率が５％になる波長をλ５とする。波
長２８０ｎｍ～７００ｎｍの範囲にλ７０、λ５は一波長のみ存在することが好ましい。
そして、λ５～７００ｎｍの全領域において分光透過率が５％以上を、λ７０～７００ｎ
ｍの全領域において分光透過率が７０％以上を示すことが望ましい。
【００３２】
　このような透過率特性を備える光学ガラスでは、λ７０、λ５をより短波長化すること
により、可視領域の広い範囲にわたり高い透過率を示すことになる。
　本発明において、λ７０が４６０ｎｍ以下の光学ガラスが好ましく、４５０ｎｍ以下の
光学ガラスがより好ましく、４４０ｎｍ以下の光学ガラスがさらに好ましい。また、上記
屈折率、アッベ数をはじめとする諸性質をガラスに付与する上から、λ7０を３５０～４
６０ｎｍの範囲とすることが好ましく、３５０～４５０ｎｍの範囲とすることがより好ま
しく、３５０～４４０ｎｍの範囲とすることがさらに好ましい。
【００３３】
　また、本発明において、λ５が４００ｎｍ以下の光学ガラスが好ましく、３９０ｎｍ以
下の光学ガラスがより好ましい。また、上記屈折率、アッベ数をはじめとする諸性質をガ
ラスに付与する上から、λ５を３００～３９０ｎｍの範囲とすることがさらに好ましい。
　さらに、λ７０、λ５が上記範囲を同時に満たす光学ガラスが一層好ましい。
　λ７０、λ５（特にλ７０）はガラスの溶解条件で変化しやすいため、ガラスの溶解温
度、溶解時間の設定においては、λ７０、λ５がより短波長になるように留意すべきであ
る。また、着色の原因となる不純物も極力低減すべきである。
【００３４】
　ここで、より好ましい組成範囲、光学恒数、λ７０の範囲を例示しておく。
（光学ガラス１）
　Ｂ２Ｏ３を２～４５％、ＳｉＯ２を０～３０％（ただし、Ｂ２Ｏ３含有量＞ＳｉＯ２含
有量）、Ｌａ２Ｏ３を１０～５０％、ＴｉＯ２を０～３０％、ＺｎＯを０～１５％、Ｚｒ
Ｏ２を０～１５％、Ｎｂ２Ｏ５を０～３５％、ＢａＯを０～３５％、ＳｒＯを０～５％、
ＣａＯを０％以上８％未満、ＭｇＯを０％以上１３％未満（ただし、ＢａＯとＳｒＯとＣ
ａＯとＭｇＯの合計含有量が０～４０％）、Ｇｄ２Ｏ３を０～２０％、Ｙ２Ｏ３を０～１
５％、Ｔａ２Ｏ５を０～１８％、ＷＯ３を０％以上０．５％未満、Ｎａ２ＯとＫ２ＯとＬ
ｉ２Ｏの合計含有量が０％以上１．５％未満、ＧｅＯ２を０～１０％、Ｂｉ２Ｏ３を０～
２０％、Ｙｂ２Ｏ３を０～１０％、Ａｌ２Ｏ３を０～１０％、Ｓｂ２Ｏ３を０％以上２％
未満、ＳｎＯ２を０～１％含み、屈折率（ｎｄ）が１．８６超～２．１であり、λ７０が
４６０ｎｍ以下であることを特徴とする光学ガラス。
【００３５】
（光学ガラス２）
　Ｂ２Ｏ３を２～４５％、ＳｉＯ２を０～３０％（ただし、Ｂ２Ｏ３含有量＞ＳｉＯ２含
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有量）、Ｌａ２Ｏ３を１０～５０％、ＴｉＯ２を０～３０％、ＺｎＯを０～１５％、Ｚｒ
Ｏ２を０～１５％、Ｎｂ２Ｏ５を０～３５％、ＢａＯを０～３５％、ＳｒＯを０％以上２
％未満、ＣａＯを０％以上８％未満、ＭｇＯを０％以上１３％未満（ただし、ＢａＯとＳ
ｒＯとＣａＯとＭｇＯの合計含有量が０～４０％）、Ｇｄ２Ｏ３を０～２０％、Ｙ２Ｏ３

を０～１５％、Ｔａ２Ｏ５を０～１８％、ＷＯ３を０％以上０．５％未満、Ｎａ２ＯとＫ

２ＯとＬｉ２Ｏの合計含有量が０％以上１．５％未満、ＧｅＯ２を０～１０％、Ｂｉ２Ｏ

３を０～２０％、Ｙｂ２Ｏ３を０～１０％、Ａｌ２Ｏ３を０～１０％、Ｓｂ２Ｏ３を０％
以上２％未満、ＳｎＯ２を０～１％含み、屈折率（ｎｄ）が１．８～１．８６であり、λ

７０が４６０ｎｍ以下であることを特徴とする光学ガラス。
【００３６】
（光学ガラス３）
　Ｂ２Ｏ３を２～４５％、ＳｉＯ２を０～３０％（ただし、Ｂ２Ｏ３含有量＞ＳｉＯ２含
有量）、Ｌａ２Ｏ３を１０～５０％、ＴｉＯ２を０～３０％、ＺｎＯを０～１５％、Ｚｒ
Ｏ２を０～１５％、Ｎｂ２Ｏ５を０～３５％、ＢａＯを０～３５％、ＳｒＯを０％以上１
％未満、ＣａＯを０％以上８％未満、ＭｇＯを０％以上１３％未満（ただし、ＢａＯとＳ
ｒＯとＣａＯとＭｇＯの合計含有量が０～４０％）、Ｇｄ２Ｏ３を０～２０％、Ｙ２Ｏ３

を０～１５％、Ｔａ２Ｏ５を０～１８％、ＷＯ３を０％以上０．５％未満、Ｎａ２ＯとＫ

２ＯとＬｉ２Ｏの合計含有量が０％以上１．５％未満、ＧｅＯ２を０～１０％、Ｂｉ２Ｏ

３を０～２０％、Ｙｂ２Ｏ３を０～１０％、Ａｌ２Ｏ３を０～１０％、Ｓｂ２Ｏ３を０％
以上２％未満、ＳｎＯ２を０～１％含み、屈折率（ｎｄ）が１．８～２．１であり、λ７

０が４６０ｎｍ以下であることを特徴とする光学ガラス。
【００３７】
（光学ガラス４）
　Ｂ２Ｏ３を２～４５％、ＳｉＯ２を０～３０％（ただし、Ｂ２Ｏ３含有量＞ＳｉＯ２含
有量）、Ｌａ２Ｏ３を１０～５０％、ＴｉＯ２を０～３０％、ＺｎＯを０～１５％、Ｚｒ
Ｏ２を０～１５％、Ｎｂ２Ｏ５を０～３５％、ＢａＯを０～３５％、ＳｒＯを０～０．８
％、ＣａＯを０～７％、ＭｇＯを０～１２％（ただし、ＢａＯとＳｒＯとＣａＯとＭｇＯ
の合計含有量が０～４０％）、Ｇｄ２Ｏ３を０～２０％、Ｙ２Ｏ３を０～１５％、Ｔａ２

Ｏ５を０～１８％、ＷＯ３を０～０．４％、Ｎａ２ＯとＫ２ＯとＬｉ２Ｏの合計含有量が
０～１．２％、ＧｅＯ２を０～１０％、Ｂｉ２Ｏ３を０～２０％、Ｙｂ２Ｏ３を０～１０
％、Ａｌ２Ｏ３を０～１０％、Ｓｂ２Ｏ３を０～１．８％、ＳｎＯ２を０～１％含み、λ

７０が４６０ｎｍ以下であることを特徴とする光学ガラス。
【００３８】
（光学ガラス５）
　Ｂ２Ｏ３を２～４５％、ＳｉＯ２を０～３０％（ただし、Ｂ２Ｏ３含有量＞ＳｉＯ２含
有量）、Ｌａ２Ｏ３を１０～５０％、ＴｉＯ２を０～３０％、ＺｎＯを０～１５％、Ｚｒ
Ｏ２を０～１５％、Ｎｂ２Ｏ５を０～３５％、ＢａＯを０～３５％、ＳｒＯを０％以上１
％未満、ＣａＯを０％以上８％未満、ＭｇＯを０％以上１３％未満（ただし、ＢａＯとＳ
ｒＯとＣａＯとＭｇＯの合計含有量が０～４０％）、Ｇｄ２Ｏ３を０～２０％、Ｙ２Ｏ３

を０％以上２％未満、Ｔａ２Ｏ５を０～１８％、ＷＯ３を０％以上０．５％未満、Ｎａ２

ＯとＫ２ＯとＬｉ２Ｏの合計含有量が０％以上１．５％未満、ＧｅＯ２を０～１０％、Ｂ
ｉ２Ｏ３を０～２０％、Ｙｂ２Ｏ３を０～１０％、Ａｌ２Ｏ３を０～１０％、Ｓｂ２Ｏ３

を０％以上２％未満、ＳｎＯ２を０～１％含むことを特徴とする光学ガラス。
【００３９】
（光学ガラス６）
　上記光学ガラス５において、Ｂ２Ｏ３を３～２４％、ＳｉＯ２を０～１８％（ただし、
Ｂ２Ｏ３の含有量／ＳｉＯ２の含有量の重量比が１．１以上か、又はＳｉＯ２を含有しな
い）、Ｌａ２Ｏ３を１８～４７％、ＴｉＯ２を０～２６％、ＺｎＯを０～１２％、ＺｒＯ

２を０～１０％、Ｎｂ２Ｏ５を０～３０％、ＢａＯを０～３２％、Ｇｄ２Ｏ３を０～１０
％、Ｙｂ２Ｏ３を０～４％含む光学ガラス。
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【００４０】
（光学ガラス７）
　上記光学ガラス５又は光学ガラス６において、ＺｎＯを１～５％含む光学ガラス。
【００４１】
（光学ガラス８）
　光学ガラス１～光学ガラス７のいずれかの光学ガラスにおいて、Ｂ２Ｏ３、ＳｉＯ２、
Ｌａ２Ｏ３、ＺｎＯ、ＺｒＯ２、Ｎｂ２Ｏ５、ＴｉＯ２、ＢａＯ、ＣａＯ、ＳｒＯ、Ｇｄ

２Ｏ３、Ｙ２Ｏ３、Ｔａ２Ｏ５、ＷＯ３、Ｎａ２Ｏ、Ｋ２Ｏ、Ｌｉ２Ｏ、ＧｅＯ２、Ｙｂ

２Ｏ３、Ｓｂ２Ｏ３、ＳｎＯ２の合計含有量が９９％以上、より好ましくは１００％の光
学ガラス。
【００４２】
（光学ガラス９）
　上記光学ガラス８において、Ｂ２Ｏ３、ＳｉＯ２、Ｌａ２Ｏ３、ＺｎＯ、ＺｒＯ２、Ｎ
ｂ２Ｏ５、ＴｉＯ２、ＢａＯ、Ｓｂ２Ｏ３の合計含有量が９９％以上、より好ましくは１
００％の光学ガラス。
【００４３】
（光学ガラス１０）
　上記光学ガラス９において、Ｂ２Ｏ３、ＳｉＯ２、Ｌａ２Ｏ３、ＺｎＯ、ＺｒＯ２、Ｎ
ｂ２Ｏ５、ＴｉＯ２、ＢａＯのいずれの成分も含有している光学ガラス。
【００４４】
（光学ガラス１１）
　光学ガラス１～１１のいずれかの光学ガラスにおいて、ＴｉＯ２を含む光学ガラス。こ
こにＮｂ２Ｏ５含有量／ＴｉＯ２含有量は０～７が好ましく、０～６がより好ましい。こ
のようにすることで、着色のより少ないガラスが得られる。
【００４５】
　上記透過率特性を備えることにより、可視光領域中の短波長領域の透過率が高いので、
良好なカラーバランスを有する撮像光学系を構成することが容易にできる。特に、固体撮
像素子用の撮像光学系を構成する光学素子、例えばレンズの材料に好適である。　
【００４６】
　次に、本発明の光学ガラスの液相温度について説明する。本発明の光学ガラスにおいて
好ましい液相温度は、１２５０℃以下、より好ましくは１２００℃以下である。ガラスの
安定性からは、液相温度が認められないものが好ましいが、上記諸特性をガラスに付与す
る上から、液相温度が９００～１２００℃がさらに好ましい。
【００４７】
　次に、本発明のプレス成形用ガラスゴブとその製造方法について説明する。　プレス成
形用ガラスゴブは、加熱、軟化してプレス成形に供するためのガラス成形体であり、プレ
ス成形用プリフォームなどとも呼ばれることがあり、目的とするプレス成形品によって、
重量、形状が適宜決められる。本発明のプレス成形用ガラスゴブは、上記光学ガラスから
なるものであり、したがって、プレス成形用ガラスゴブの諸特性は、本発明の光学ガラス
の諸特性を反映したものとなる。
【００４８】
　上記プレス成形用ガラスゴブの製造方法においては、溶融ガラスを成形して光学ガラス
からなるプレス成形用ガラスゴブを作製する。まず、本発明の光学ガラスが得られるよう
にガラス原料を調合し、溶解、清澄、均質化し、未溶解物や気泡、異物を含まない均質な
溶融ガラスを作る。次に白金合金製などの流出パイプから溶融ガラスを流出する。上記流
出にあたり、ガラスが失透しないよう流出パイプの温度等の条件に配慮する。流出する溶
融ガラスを受け型もしくは鋳型に鋳込み所定の形状に成形する。以下に前記成形に好適な
方法を例示する。
【００４９】
　まず、第１の成形方法は、流出パイプの下方に複数の受け型を順次、搬入し、所定重量
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の溶融ガラス塊を受け型で受け、ガラス塊を成形しながら冷却する方法である。この方法
では、流出する溶融ガラス流の先端部を受け型で支持し、所望の重量の溶融ガラス塊が分
離できるタイミングで受け型を急降下する。そうすると、溶融ガラスの受け型への供給が
追いつかず、溶融ガラス流が途中で分離し、受け型で所定重量の溶融ガラス塊を受け取る
ことができる。このようにすることにより、溶融ガラス流を切断刃で切断した際に生じる
切断痕を残さずにガラスの成形を行うことができる。この第１の成形法によれば、プレス
成形用ガラスゴブ１個分の重量、あるいは前記重量よりも若干重いガラス塊を成形するこ
とができる。
【００５０】
　プレス成形用ガラスゴブ１個分の重量のガラス塊を成形した場合は、このガラス塊をプ
レス成形用ガラスゴブとして使用することができる。この場合、ガラス塊は、割れない程
度のスピードで冷却することが好ましい。
【００５１】
　プレス成形用ガラスゴブ１個分の重量よりも重いガラス塊を成形する場合は、ガラス塊
をアニール処理して歪を低減してから、機械加工を施してプレス成形用ガラスゴブ１個分
の重量に仕上げ、プレス成形用ガラスゴブとする。この方法によれば、予めガラス塊を成
形しておき、需要に応じて機械加工によって重量調整を行えば、様々なサイズの光学素子
の成形に供することが可能なプレス成形用ガラスゴブを提供することができる。なお、上
記機械加工としてバレル研磨が好ましい。
　また、上記プレス成形用ガラスゴブを精密プレス成形に供する場合には、ガラス塊に機
械加工を施さないで作製したプレス成形用ガラスゴブが好適である。
【００５２】
　次に、第２の成形方法は、ほぼ水平な底面とその底面を挟んで平行に対向する一対の側
壁を備えた鋳型に溶融ガラスを一定のスピードで鋳込むものである。鋳込まれた溶融ガラ
スは鋳型内に均一な厚みで広がり、前記一対の側壁の間隔で定まる幅のガラス板に成形さ
れる。成形されたガラス板は、均一な厚みと幅の板が得られるように溶融ガラスの供給ス
ピードに応じて、鋳型の開口部から水平方向に引き出される。このようにして得られたガ
ラス板をアニール処理し、歪を低減してから、所要のサイズに切断する。このようにして
得られるガラス片はカットピースと呼ばれるが、カットピースには必要に応じて面取りを
行ったり、プレス成形用ガラスゴブの重量に合わせるための機械加工を行う。なお、カッ
トピースの面取り加工や重量調整のための機械加工にはバレル研磨が好ましい。
【００５３】
　このようにして、所定重量の本発明の光学ガラスからなるプレス成形用ガラスゴブを得
ることができる。なお、プレス成形用ガラスゴブには、必要に応じてプレス成形時の離型
を容易にするための離型膜を形成したり、粉末状の離型剤を塗布してもよいが、粉末状の
離型剤を使用すると離型剤がガラスに転写されるため、精密プレス成形には好ましくない
。
【００５４】
　次に、本発明の光学素子について説明する。本発明の光学素子は、前述の本発明の光学
ガラスから構成されている。したがって、該光学ガラスが備える諸特性を本発明の光学素
子は備えている。その代表的なものは、屈折率（ｎｄ）が１．８～２．１、アッベ数（ν
ｄ）が２０～４０であるが、可視域の短波長側において高い透過率を示すという特性も共
通する。上記光学ガラスからなる光学素子のうちの好ましいものについては、λ７０、λ

５が上記範囲にあり、高い可視透過率を示し、着色が認められないものである。このよう
な光学素子によれば、デジタルカメラやビデオカメラ、モバイル機器に組込まれたカメラ
など固体撮像素子を使用するカメラの光学系に好適な光学素子を提供することができる。
【００５５】
　本発明の光学素子としては、球面レンズ、非球面レンズ、マイクロレンズ、レンズアレ
イなどのレンズ各種、プリズム、回折格子などを例示できる。なお、本発明の光学素子に
は必要に応じて、反射防止膜、部分反射膜、高反射膜などの光学薄膜を形成してもよい。
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【００５６】
　次に、本発明の光学素子の製造方法について説明する。本発明の光学素子の製造方法は
、上記プレス成形用ガラスゴブ又は上記製造方法により作製されたプレス成形用ガラスゴ
ブを加熱、軟化し、プレス成形型を用いてプレス成形することにより、光学素子を製造す
る。
【００５７】
　光学素子は、光を屈折したり、透過したり、回折したり、反射したりする光学的な機能
を備える光学機能面を有する。この光学機能面をどのような方法により形成するかにより
、プレス成形法は次の２つの方法に大別することができる。
【００５８】
　第１の方法は、目的とする光学素子の形状に近似し、光学素子よりも大きなプレス成形
品をプレス成形する方法である。成形されたプレス成形品には研削や研磨加工が施され、
光学機能面を含む光学素子の表面が機械加工により形成される。プレス成形後に機械加工
を施すので、加工時のガラスの破損を防止する観点から、プレス成形品にはアニール処理
を行って歪を低減することが好ましい。この方法によれば、プレス成形は大気中で行うこ
とが可能であり、上記粉末状の離型剤の使用も可能である。
【００５９】
　第２の方法は、精密プレス成形と呼ばれるもので、プレス成形型の成形面を目的とする
光学素子の形状を反転した形状に精密に加工し、必要に応じて離型膜を形成するとともに
、プレス成形によって、加熱、軟化されたプレス成形用ガラスゴブに上記成形面の形状を
精密に転写する。この方法によれば、光学機能面が研削、研磨せずにプレス成形によって
形成できる。ただし、プレス成形は窒素ガス雰囲気のような非酸化性ガス雰囲気下で行う
ことになる。
【００６０】
　この第２の方法では、プレス成形品の機械加工は必須ではないから、歪の光学的な影響
が出ない範囲であれば、歪が残留していてもよく、プレス成形品のアニール処理を省略す
ることもできる。さらに光学素子を製造する方法としては、溶融状態のガラスをプレス成
形型に供給して光学素子に近似する形状のプレス成形品を作り、それに研削、研磨加工を
施すことによって、光学素子に仕上げる方法もある。
【００６１】
　なお、光学素子の屈折率（ｎｄ）、アッベ数（νｄ）は、光学素子の製造過程における
熱的な履歴により僅かながら変化するので、精密に定められた光学恒数を有する光学素子
を作製する場合には、上記屈折率（ｎｄ）、アッベ数（νｄ）の変化を考慮してガラスの
組成や製造過程における熱履歴を調整すればよい。
　このようにして、所望の光学恒数と優れた透過率を備え、固体撮像素子などを搭載する
機器の光学部品として特に好適な光学素子を提供することができる。
【実施例】
【００６２】
　次に、本発明を実施例により、さらに詳細に説明するが、本発明は、これらの例によっ
てなんら限定されるものではない。
　実施例１～１１
　表１および表２に示す組成の各ガラス１００ｇが得られるように調合された原料バッチ
を白金製坩堝に入れ、１３００℃に設定された炉内で溶融し、攪拌、清澄後、鉄製枠に流
し込み、ガラス転移温度（Ｔｇ）付近の温度で２時間保持後、徐冷して光学ガラスを得た
。
【００６３】
　各光学ガラスについて、屈折率（ｎｄ）、アッベ数（νｄ）、液相温度（ＬＴ）および
λ５、λ７０を以下のようにして測定した。その結果を表１および表２に示す。
（１）屈折率（ｎｄ）、アッベ数（νｄ）
　１時間当たり、３０℃の降温速度で冷却して得られた光学ガラスについて測定した。
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（２）液相温度（ＬＴ）
　複数個の白金製坩堝を用意し、各坩堝に５０ｃｍ３のガラスを入れて蓋をし、１０℃刻
みに温度が設定されている炉内に入れて、設定温度が異なる条件下に２時間保持し、冷却
後、ガラス内部を１００倍の顕微鏡で観察し、結晶の有無から決定した。
（３）λ５、λ７０

　１０ｍｍ厚の研磨サンプルについて分光透過率を測定し、透過率５％の波長（ｎｍ）を
λ５として求め、透過率７０％の波長（ｎｍ）をλ７０として求めた。
【００６４】
【表１】

【００６５】
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【表２】

　表１および表２から、実施例に示す本発明の光学ガラスにおいては、ｎｄが１．８～２
．１、νｄが２０～４０の範囲にあることが分かる。
【００６６】
　実施例１２
　実施例１～１１の各ガラスが得られる清澄、均質化された溶融ガラスを溶解し、一側壁
が開口した鋳型に白金製パイプから一定流量で流し込み、一定の厚みと幅を有するガラス
板に成形しつつ、鋳型の開口部から成形されたガラス板を引き出した。引き出されたガラ
ス板を、アニール炉内でアニール処理し、歪を低減し、均質かつ無色、異物を含まない上
記実施例１～１１の光学ガラスからなるガラス板を得た。
　次に、この各ガラス板を賽の目状に切断し、同一寸法を有する複数個のカットピースを
得た。さらに、複数個のカットピースをバレル研磨して、目的重量に合わせ、プレス成形
用ガラスゴブとした。
　上記の方法とは別に、上記溶融ガラスを一定速度で白金製ノズルから流出し、このノズ
ルの下に多数の受け型を次々と移送して所定重量の溶融ガラス塊を次々と受け、これら溶
融ガラス塊を球状又は球を扁平化した形状に成形し、アニール処理してからバレル研磨し
て目的重量に合わせ、プレス成形用ガラスゴブとしてもよい。
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【００６７】
　実施例１３
　実施例１２で得られた各ガラスゴブの全面に、粉末状の離型剤を塗布し、ヒーターで加
熱、軟化してから上型及び下型を備えたプレス成形型内に投入し、プレス成形型で加圧し
てレンズ形状の各レンズブランクをプレス成形した。
　続いて各レンズブランクをアニール処理して歪を取り除くとともに、所望の屈折率及び
アッベ数に調整する。冷却した各レンズブランクに研削、研磨加工を施して、レンズを作
製した。なお、上記一連の工程は、大気中で行った。
　得られた各レンズは、透過率特性が優れており、実施例１～１１の光学ガラスが備えて
いる諸特性が各レンズにも備わっていた。なお、このレンズには、必要に応じて、反射防
止膜を設けることができる。
　このようなレンズにより、良好な撮像光学系を構成することができる。
【産業上の利用可能性】
【００６８】
　本発明の光学ガラスは、屈折率が高く、かつ着色が低減されているため、撮像素子にＣ
ＣＤを用いたデジタルカメラ等の撮像装置に好適に用いることができる。
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